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緒論
自然栽培では土壌の栄養塩，特に窒素制限下で作物が

栽培される。慣行栽培では，化学肥料を充分に与えるた
めに，作物が窒素欠乏になることはまずない。有機栽培
は化学肥料の投入は制限されるが，堆肥などの有機質由
来の肥料はいくらでも投入できる。そのため，微生物に
よる分解で栄養塩が土壌中に放出されるまでの時間がか
かる有機質肥料は，早く肥効を求めるために必要以上の
量を投与することが多く，しばしば慣行栽培より土壌が
窒素過多になる場合がある。土壌に窒素が多く供給され
ると作物は必要量以上に窒素を吸収し，余った窒素は葉
に硝酸態窒素として蓄積される。

慣行栽培や一部の有機栽培で作られた野菜は土壌の窒
素過多のために硝酸態窒素を多く含むことが知られてい
る。それに対して，自然栽培は家畜糞尿由来の窒素分の
多い堆肥の使用も制限されるために，作物は窒素欠乏の
状態で生育を強いられ，多量の硝酸態窒素が葉に蓄積す
ることはない。硝酸態窒素は健康にも悪影響を与える
が，苦味をもたらす成分として農産物の食味も低下させ
る。硝酸態窒素以外に，イネでは玄米のタンパク質が食
味を下げる大きな要因となっており，作物生育時の土壌
の窒素条件は，広く農産物の食味に影響を与える可能性
がある。実際に，自然栽培で作られた米や野菜，果実は
慣行栽培のものにくらべて食味がよいという意見を聞く
ことが多いが，実際に自然栽培の農産物の食味成分を比
較した研究はほとんどない。

食味を構成する要因は鮮度や食感など多岐にわたる
が，食品に含まれる糖やアミノ酸，有機酸などの化学成
分は食味に影響する大きな要因である。これまで，有機
栽培と慣行栽培の農産物間の食味成分を比較した研究は
多く，有機栽培では化学成分が変化するという報告例が
ある（1, 3）。しかし，食味成分は，生育時期，栽培地の
土壌と気候条件，使われた品種の影響を強く受けるため
に，自然栽培と慣行栽培という栽培法の影響を明らかに
するには，同じ品種を同じ時期に同じ場所で栽培法だけ
を変えて収穫された農産物を比較する必要がある。そこ

で，本研究では，青森県弘前市で13年間自然栽培を行っ
ている成田陽一氏の圃場と近接する圃場で慣行栽培を行
うことで，品種と栽培時期を揃えた農産物の食味成分を
比較した。また，リンゴについては弘前市百沢地区のリ
ンゴ園に自然栽培区を設け，リンゴの食味成分を比較し
た。本試験では，糖としてグルコース，フルクトース，
スクロース，またアミノ酸としてグルタミン酸，有機酸
としてリンゴ酸とクエン酸，その他硝酸態窒素とDPPH
による抗酸化能を測定した。

材料と方法

1．材料
使用した野菜の種類（括弧内は品種）は，コマツナ

（ヨカッタナ），ブロッコリー（緑峰），トウモロコシ（き
らきら85），キュウリ（ウドンコ強），枝豆（ゆあがり
娘），トマト（招福パワー），馬鈴薯（アンデス，トウ
ヤ），ナス（長者，緑ナス），ハクサイ，リンゴ（早生ふ
じ）である。ハクサイとリンゴ以外は，弘前市乳井で自
然栽培を13年間継続している成田陽一氏の生産した野菜
を使用した。また，対照として，成田陽一氏の圃場から
100 mほど離れた場所にある民間の市民農園（市民農園
ナリタ）を借り，慣行栽培を行った。慣行栽培では，成
田氏と同じ品種を栽培した。野菜の播種日または移植日
は5月15日である。コマツナ，ブロッコリー，トウモロ
コシ，枝豆，ジャガイモは播種し，トマト，キュウリ，
ナスは苗を移植した。慣行栽培の施肥量は，窒素，リン
酸，カリウムを1a当たり3kg施用した（高度化成15-15-
15）。収穫日はコマツナ6月25日，ブロッコリー7月8日，
ナス，キュウリ7月16日，トマト，トウモロコシ，エダ
マメ，ジャガイモは8月4日である。

リンゴは弘前市百沢地区の自然栽培1年目のリンゴ園
を使用した。このリンゴ園は，13年間無施肥で栽培され
ており，通常の半分以下の農薬を使用している減農薬栽
培である。リンゴ園の面積80aのうち10aを無農薬で栽
培し，自然栽培区とした，隣接する減農薬リンゴ園を対
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照として使用した。ハクサイは，弘前市の葛原地区で栽
培された自然栽培農家産のものを用い，対照として市販
のキャベツを用いた。

収穫したサンプルは直ちに冷凍保存し，測定前に凍結
乾燥し，乾燥サンプルを粉砕器で微粉砕し，粉砕後に得
られた粉末試料を実験に用いた。

2 ．分析方法
（1）抽出
0.1gの粉砕試料を2mlのエッペンチューブに入れた後，

蒸留水1.5mlを加え，10～15分振とう抽出後，15000 rpm，
10分の遠心で試料を沈殿させた後，ピペットで上清を新
しいピペットに移した。残渣に水を加え，同じ操作を3
回繰り返し，抽出した上清を25 mlに定容し，この液を
試料として分析に用いた。

（2）糖分析
抽出液を糖分析用カラム（8  mm × 300  mm ; Ionopak 

KS802, Shodex Co. Ltd, 東京）を装着した高速液体クロ
マトグラフィー（Lachrom, 日立，東京）で分析した。
分析条件はカラム温度50℃，移動相に超純水，送液速度
1ml/分である。検出されたピークは市販の標準試料の
リテンションタイムから同定した。今回の試験では，含
有量の多かったグルコース，フルクトース，スクロース
について測定した。濃度の異なる標準試料から得られた
ピーク面積と濃度の関係から検量線を作成し，各試料の
濃度を計算した。

（3）グルタミン酸，リンゴ酸，クエン酸
測定にFキット（J.K.インターナショナル株式会社）

を使用した。測定は，マニュアルに従い，比色したサン
プルの吸光度を分析した。

（4）抗酸化能
本実験では 1, 1-diphenyl-2-picrylhydrazyl（DPPH）に

よるラジカル消去活性を求めた。DPPH法は，ラジカル
として人工的に作成したDPPH溶液に試料を添加し，そ
の後の吸光度の変化から試料の抗酸化能を評価する方法
である。DPPH15.8 mgをエタノール100 mlで溶解し400 μM
のDPPH溶液を作成した。このDPPH溶液0.9 mlと200 mM
のMES溶液 0.9 ml，エタノール 0.6 ml，蒸留水 0.3 mlを
混合し，これに試料を加えて測定を行った。DPPH測定
試薬2.7 mlに蒸留水を300μl，200μl，150μl，0mlの順に
加え，これに30秒おきに試料をチューブに 0μl，100μl，
150μl，300μl加えて 3mlの反応液とした。各反応液を混
合後20分間暗所へ保存し，30秒後に520 nmの波長で分
光光度計での吸光度を測定した。また，検量線は 5mM
アスコルビン酸溶液を 0μl，10μl，50μl，150μl添加した
後作成した。

（5）硝酸態窒素
サリチル酸を用いた比色法により測定した。サリチル

酸5gに濃硫酸約100 ml加えて充分混合した。NaOH80 g
を蒸留水に加えて充分混合し，1Lの溶液を作成した。
試料0.5 mlを試験管に取り，氷水中で放冷し，5％サリ
チル酸硫酸溶液0.4 mlを加えて混合後，試験管に蓋をし，
あらかじめ70℃に調節したウォーターバスで20分間加熱
した。放冷後，2M NaOH10 mlを加え混合し，再度放
冷した後，405 nmの吸光度を測定した。NO3-N標準液

（0，0.5，1.0，3.0 ppm）も同じ操作で発色させ405 nmの
吸光度を測定し，検量線を作成した。

結果
作物と栽培法を要因とする二元配置分散分析の結果を

表1に示した。すべての分析値で作物間に有意差が見ら
れた。しかし，栽培法では，グルコース，グルタミン
酸，リンゴ酸，硝酸態窒素に有意差が見られた。自然栽

第1表　栽培法と作物種を2要因とする各栄養成分の二元配置分散分析

栽培法 作物種 栽培法×作物

グルコース ⁂⁂⁂ ⁂⁂⁂ ⁂

フルクトース ⁂⁂⁂

スクロース ⁂⁂⁂ ⁂⁂

グルタミン酸 ⁂⁂⁂ ⁂⁂⁂ ⁂⁂⁂

リンゴ酸 ⁂⁂⁂ ⁂⁂⁂ ⁂⁂⁂

クエン酸 ⁂⁂⁂ ⁂⁂⁂

抗酸化能（DPPH法） ⁂⁂⁂ ⁂⁂⁂

硝酸態窒素 ⁂⁂⁂ ⁂⁂⁂ ⁂⁂⁂

⁂，⁂⁂，　⁂⁂⁂ はそれぞれ 5 %,　1 %　0.1％水準で有意であることを示す。
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培野菜では，グルコース，グルタミン酸，リンゴ酸の濃
度が高くなる一方，硝酸態窒素の濃度は低下した（図1）。

一方，フルクトースを除き，作物と栽培法の間に有意
な相互作用があり，作物により成分濃度が大きく異なる
ことを示している。図2には各作物の自然栽培と慣行栽
培における成分濃度を示した。各作物の特徴は下記の通
りである。キュウリでは，自然栽培のグルコース濃度が
慣行栽培に比べ有意に高くなった。コマツナでは，自然
栽培がグルコース，グルタミン酸，リンゴ酸で慣行栽培
により有意に高くなった。トウモロコシではグルコース
とスクロースが自然栽培で高くなっているが，グルタミ
ン酸や有機酸には差が見られなかった。トマトでは，特
にグルタミン酸の含有量が自然栽培で高くなった。ハク
サイはグルコース，スクロース，リンゴ酸が自然栽培で
高くなり，硝酸態窒素は慣行栽培に比べ著しく低かっ
た。ナス，ブロッコリー，枝豆，馬鈴薯については自然
栽培と慣行栽培でどの成分にも有意差は見られなかっ
た。リンゴは，自然栽培ではグルコースが有意に高くな
るがスクロースは低くなり，抗酸化能は高くなった。

論議
本研究で，調査した成分は甘み成分である可溶性の還

元糖（グルコース，フルクトース，スクロース）と旨味
成分であるグルタミン酸，酸味をもたらすリンゴ酸とク
エン酸である。また，食味にマイナスの影響を与える硝
酸態窒素，健康に良い影響を与える抗酸化能（DPPHラ
ジカル消去能）も調査した。二元配置分散分析の結果，
自然栽培ではグルコースとグルタミン酸が有意に高くな
り，硝酸態窒素が有意に低くなった。成分含有量の結果
から自然栽培の野菜が一般に甘みと旨味成分を多く含む
傾向が示され，自然栽培野菜が美味しいという意見を裏
付けた。

植物の細胞分裂は土壌窒素が低い場合に抑制される
（2）。その結果，細胞数の不足により果実や葉などの器
官の数と大きさが制限されるため細胞壁などを構成する
構造性炭水化物の需要が減り相対的に器官内に蓄積する
可溶性糖の濃度が上がることが糖含有量増加の一つの要
因と考えられる。つまり，自然栽培では窒素不足で作物
の生育が抑制され，結果として糖やアミノ酸が生長に使
われずに，余剰となって収穫器官に蓄積されることでう
ま味を向上させる可能性である。

しかし，自然栽培野菜でグルコースやグルタミン酸な
どが増加する傾向は認められたが，増加のパターンは作
物間で大きく異なった。特に，スクロースはトウモロコ

シでは高くなったが，リンゴでは有意に低下し，その他
の野菜ではほとんど差が見られなかった。したがって，
自然栽培による野菜の化学成分への影響は作物ごとに調
べる必要がある。

今回の調査では，抗酸化能を調査した。自然栽培が抗
酸化能を向上させるという一般的傾向は見られなかった
が，リンゴでは自然栽培が有意に高い抗酸化能を示し
た。今回調査したリンゴでは，慣行栽培も13年間無肥料
で栽培され続けており，自然栽培と慣行栽培の差は肥料
より農薬散布の有無である。自然栽培ではほとんどの葉
がリンゴの主要な病害である黒星病，斑点落葉病，褐班
病などの病斑が見られた。病原菌を含め多くの微生物に
曝されることで，リンゴの病害抵抗性が向上し，抗酸化
能が向上した可能性が考えられるが，これについては今
後の調査が必要である。

以上の結果から，成分量の変化は作物による違いが大
きく，自然栽培が野菜の美味しさに影響するかどうかは
作物により大きく異なった。しかし，自然栽培で作られ
た野菜が美味しいという評価は，糖やアミノ酸，有機酸
が増加し，硝酸態窒素が減少するという一般的傾向から
ある程度裏付けられた。

謝辞
本研究を行うにあたり，調査にご協力いただいた弘前

市在住の自然栽培野菜生産者，成田陽一氏に感謝いたし
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図１　自然栽培と慣行栽培の化学成分の比較　エラーバーは1se．
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図２　各作物における自然栽培と慣行栽培の化学成分の比較　エラーバーは1se．
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Summary

SUMMARY
　　Natural farming is a crop cultivation method without any fertilizers including manure and pesticides.  Although 
crop growth and yield are restricted under natural farming because of nitrogen deficiency in soil, quality of harvests 
is likely to increase. In this study we compared nutritional contents between nine vegetables and one fruit cultivated 
by natural farming and by conventional farming. The crops examined were cucumber, tomato, eggplant, maize, 
potato, soybean, broccoli, komatsuna, Chinese cabbage and apple.  The identical cultivars of each crop were raised in a 
natural farm that has been cultivated without fertilizers and pesticides for 13 years and in a nearby conventional farm. 
Ingredients measured were sugars (glucose, fructose and sucrose), glutamic acid, maleic acid citric acid and nitrate 
nitrogen content. Antioxidant potential using the DPPH method was also measured.
　　The analysis of variance showed that harvests by natural farming had significantly higher contents of glucose, 
glutamic acid and maleic acid and significantly lower nitrate nitrogen content than those by conventional farming, 
although highly significant interaction between crops and cultivation method were found. These results support the 
hypothesis that natural farming can increase food quality of harvests.

Key words : eating quality, natural farming, nutritional content

Bull. Fac. Agric. & Life Sci. Hirosaki Univ. No.18 : 1‒6, 2016

Comparison of nutritional contents of vegetables
between natural farming (AK method) and conventional farming

Shuichi Sugiyama and Nagiko Toshima

Laboratory of Plant Ecology, Faculty of Agriculture and Life Science.

（Received for publication November 11, 2015）



7あすなろ賞

（設立目的）
1　弘前大学農学生命科学部あすなろ賞（以下「あすなろ賞」という）は，優れた生命科学における研
究成果を学術集会で発表する弘前大学農学生命科学部および農学生命科学研究科の学生を顕彰すること
により，学生の研究水準の向上を図ることを目的とする。 

（対象研究成果と応募資格）
2　対象となる研究成果と応募資格は次のとおりとする。 
ア　独創的な優れた生命科学における研究成果であること。
イ　研究は，弘前大学又はその関連する施設で行なわれたものであること。
ウ　応募者は，全国的または国際的レベルの学術集会で第一著者として発表する者（発表した者，ま
たは発表を予定する者）であること。

（応募方法等）
3　学術賞の応募者は，次に挙げる書類を各 6部（正 1部，副 5部），弘前大学農学生命科学部長に提
出する。
　（1）申請書
　（2）履歴書
　（3）指導教員の推薦書
　　　（400字以内）
　（4）学術集会発表要旨のコピー
（5）応募締切は毎年１月末日とする。

（受賞）
4 　受賞については次のとおりとする。
　（1）受賞者の選考は，あすなろ賞選考委員会が行い，弘前大学農学生命科学研究科委員会で承認する。
　（2）受賞者数は原則毎年10名とする。
　（3）受賞者には本賞及び副賞を贈呈する。
　（4）受賞者の発表演題，著者名，発表学術集会名，開催期間，発表場所は「弘前大学農学生命科学部

学術報告」に掲載するものとする。ただし，上記学術報告は学部ホームページおよび弘前大学学
術情報リポジトリとして掲載されるため，演題を掲載できない場合は，申請時に「あすなろ賞選
考委員会」に申し出ること。

　（5）申請した学会で発表しなかった場合，あすなろ賞の決定を取り消すものとする。

　　附 則
　この要項は平成20年 9月17日から施行する。
　この要項は平成21年 2月18日から施行する。
　この要項は平成21年 6月17日から施行する。
　この要項は平成24年 6月20日から施行する。
　この要項は平成26年 4月 1日から施行する。

　　附 記
　本賞は，弘前大学農学生命科学部における生命科学研究水準の向上を願う，京都大学教授佐藤 矩行
氏の御厚意により設立されたものである。 

弘前大学農学生命科学部あすなろ賞要項
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あすなろ賞受賞者

平成26年度

高　橋　萌　子
Spiroleptospholの全合成研究
日本農芸化学会2015岡山大会，H27. 3. 26～29，岡山大学津島キャンパス

荒　山　美　紀
新規epi-cochlioquinone誘導体とその生合成前駆体の単離と構造
日本農芸化学会2015岡山大会，H27. 3. 26～29，岡山大学津島キャンパス

諸　岡　深　雪
プロトカテク酸脱炭酸反応の強化とリグニン系芳香族化合物を原料とした
cis, cis-ムコン酸生産へのアプローチ
日本農芸化学会2015岡山大会，H27. 3. 26～29，岡山大学津島キャンパス

伊　藤　汐　音
大腸菌における翻訳不完全性がもたらす塩耐性獲得機構の解明
第11回21世紀大腸菌研究会，H26. 6. 5～6，岩手県盛岡市　ホテル大観

名　取　史　晃
多雪地におけるブナ（Fagus crenata）の年輪幅に影響する気象要因
第126回日本森林学会大会，H27. 3. 26～29，北海道大学農学部

増　井　悠　人
山岳上部におけるミズナラの葉形態と生態の変異
第126回日本森林学会大会，H27. 3. 26～29，北海道大学農学部

石　川　正　樹
プラナリア生殖器官特異的に発現するアミノ酸輸送体ホモログの解析
日本動物学会第85会大会，H26. 9. 11～13，東北大学川内キャンパス



弘前大学農学生命科学部

研 究 業 績 目 録
2014年10月－2015年 9 月

Lists of Published Research Works of the Faculty of Agriculture and Life Science

Hirosaki University

2014（October）－2015（September）

弘前大学農学生命科学部
2016年 1月

Faculty of Agriculture and Life Science

Hirosaki University

Hirosaki 036－8561, Japan

January, 2016



は　し　が　き

　本号の「研究業績目録」には，2014年10月から2015年9月までの業績を掲載しました．業績の区分は，a－

研究論文，b－学術図書，c－その他の著書・訳書，d－学会発表，e－調査・実験報告書，f－その他，とし，

各自の申請に基づいています．各学科の教員組織（2015年9月30日現在）は以下の通りです．

 生物学科　

  （基礎生物学コース）

   葛西身延，黒尾正樹，福澤雅志，大河　浩，小林一也，笹部美知子，西野敦雄，吉田　渉

  （生態環境コース）

   杉山修一，東　信行，池田紘士，石田　清，曽我部篤，山尾　僚

 分子生命科学科

  （生命科学コース）

   橋本　勝，姫野俵太，牛田千里，高田　晃，森田英嗣，横山　仁，栗田大輔，畠山幸紀

  （応用生命コース）

   大町鉄雄，吉田　孝，坂元君年，園木和典，殿内暁夫，濱田茂樹

 生物資源学科　

  （食料開発コース）

   石川隆二，千田峰生，戸羽隆宏，柏木明子，前多隼人

  （生産環境コース）

   青山正和，佐野輝男，比留間潔，赤田辰治，田中和明，松山信彦，金児　雄

 園芸農学科　

  （園芸農学コース）

   荒川　修，鈴木裕之，張　樹槐，松﨑正敏，川崎通夫，本多和茂，前田智雄，叶　旭君

   田中紀充

  （食農経済コース）

   渋谷長生，泉谷眞実，石塚哉史，高梨子文恵，武田共治，吉仲　怜

 地域環境工学科

   泉　　完，佐々木長市，檜垣大助，藤崎浩幸，遠藤　明，加藤　幸，丸居　篤，森　　洋

   加藤千尋，鄒　青穎，森谷慈宙

 生物共生教育研究センター　

   伊藤大雄，姜　東鎮，房　家琛，松本和浩



目　　　　次

生物学科…………………………………………………………………………………　13

　基礎生物学コース……………………………………………………………………  13

　生態環境コース………………………………………………………………………  15

分子生命科学科…………………………………………………………………………  19

　生命科学コース………………………………………………………………………  19

　応用生命コース………………………………………………………………………  21

生物資源学科……………………………………………………………………………  24

　食料開発コース………………………………………………………………………  24

　生産環境コース………………………………………………………………………  26

園芸農学科………………………………………………………………………………  31

　園芸農学コース………………………………………………………………………  31

　食農経済コース………………………………………………………………………　34

地域環境工学科…………………………………………………………………………　37

生物共生教育研究センター……………………………………………………………　40



研 究 業 績 目 録 13

業 績 目 録

【生物学科】

【基礎生物学コース】
葛西　身延
f-01. Kasai, M. : The link between photosynthetic matter production and vacuolar H+ pumps in plants. Trends 

Photochem. Photobiol. 16 : 71‒76, 2014.

黒尾　正樹
a-01. Chen, M.-Y., R.-L. Mao, D. Liang, M. Kuro-o, X.-M. Zeng, P. Zhang : A reinvestigation of phylogeny and divergence 

times of Hynobiidae (Amphibia, Caudata) based on 29 nuclear genes. Mol. Phylogenet. Evol. 83 : 1‒6, 2015.
d-01. 黒尾正樹・十河尚旗・藤井忠志・長井和哉・浜加奈恵・八木橋隼土 : ミトコンドリアDNAによるクマゲラの遺

伝的多様性の解析 . 日本遺伝学会第 87回大会（仙台市）, 2015.
f-01. 黒尾正樹：ミトコンドリアDNAを指標としたクマゲラの遺伝的多様性の解析 . 岩手県立博物館日曜講座（招待講

演）（盛岡市）, 2015. 

福澤　雅志
d-01. 桑名悟史・福澤雅志：細胞集合における増殖期由来 pstA 細胞の機能．日本細胞性粘菌学会第 4回年会（仙台市）, 

2014.
d-02. Kuwana, S., M. Fukuzawa : A novel ubiquitin like domain containing protein is required for early development 

and cAMP propagation in D. discoideum. International Dictyostelium Meeting 2015. London, 2015.
d-03. Fukuzawa, M., A. Ishizaka : Prespore CudA requires CudD for nuclear accumulation. International Dictyostelium 

Meeting 2015. London, 2015.

大河　浩
a-01. Fukayama, H., C. Masumoto, Y. Taniguchi, A. Baba-Kasai, Y. Katoh, H. Ohkawa, M. Miyao : Characterization and 

expression analyses of two plastidic enolase genes in rice. Biosci. Biotechnol. Biochem. 79 : 402‒409, 2015.
a-02. Nitanai, N., K. Kakizaki, K. Kitoh, H. Maeda, H. Ohkawa : Isolation of stress tolerance microalgae in Aomori area : 

its morphological and physiological characteristics I. Shirakami-kenkyu. 10 : 3‒11, 2015.
b-01. 大河　浩：光合成研究と産業応用最前線　第 1編光合成の基礎研究 第 4章二酸化炭素受容系 第 1節光合成炭素

代謝における無機炭素濃縮メカニズム．NTS出版 : 133‒145, 2014.
d-01. 似内菜月・高山稜史・大河　浩：青森県沿岸域から単離された微細藻HOC3株の形態的特徴と生育特性比較 . 東

北植物学会大会（山形市）, 2014.
d-02. 貝塚　亮・田中康史・大河　浩：葉緑体プロトン放出能へのCemA2の寄与 . 東北植物学会第 4回大会（山形市）, 

2014.
f-01. 庄野浩資・園木和典・大河　浩：紫外可視光変換材料を利用した低日照地域のバイオマス生産評価 Biomass 

production using an ultraviolet-visible light conversion material in a low sunshine area. 連合農学研究科研究科
長裁量経費（共同研究奨励費）の研究報告会（盛岡市）, 2015.

小林　一也
a-01. Okano, D., S. Ishida, S. Ishiguro, K. Kobayashi : Light and electron microscopic studies of intestinal epithelium 

in Notoplana humilis (Plathlminthes, Polycladida) : The contribution of mesodermal/gastrodermal neoblasts to 
intestinal regeneration. Cell Tissue Res. on line, 2015.

d-01. Kobayashi, K. : Yolk glands containing a large amount of tryptophan have a set of sex-inducing substances to 
fully sexualize asexual worms of Dugesia ryukyuensis. International Symposium of Flatworm Biology （招待講
演）. Oxford, 2015.

d-02. Maezawa, T., M. Ishikawa, G. Nagamatsu, K. Kobayashi : Tryptophan enhances the reproductive organs-specific 
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expression level of an amino acid transporter homolog, Dr-SLC38A9 to promote sexual induction of the 
planarian Dugesia ryukyuensis. International Symposium of Flatworm Biology. Oxford, 2015.

d-03. Nagao, N., T. Maezawa, K. Kobayashi : 5-Hydroxytryptophan induces ovaries, and knockdown of tryptophan 
hydroxylase homolog inhibits sexual induction in the asexual worms of Dugesia ryukyuensis. International 
Symposium of Flatworm Biology. Oxford, 2015.

d-04. Maezawa, T., M. Ishikawa, G. Nagamatsu, K. Kobayashi : Tryptophan enhances the reproductive organs-specific 
expression level of an amino acid transporter homolog, Dr-SLC38A9 to promote sexual induction of the 
planarian Dugesia ryukyuensis. European Planarian Meeting. Oxford, 2015.

d-05. Nagao, N., T. Maezawa, K. Kobayashi : 5-Hydroxytryptophan induces ovaries, and knockdown of tryptophan 
hydroxylase homolog inhibits sexual induction in the asexual worms of Dugesia ryukyuensis. European Planarian 
Meeting. Oxford, 2015.

d-06. Nagao, N., T. Maezawa, H. Tanaka, K. Kobayashi : 5-Hydroxytryptophan acts as an ovary-inducing substance 
in asexual worms of Dugesia ryukyuensis. 48th Annual Meeting of the Japanese Society of Developmental 
Biologists. Tsukuba, 2015.

d-07. 前澤孝信・石川正樹・小林一也：プラナリア生殖器官に特異的に発現するアミノ酸トランスポーターホモログ遺
伝子の機能解析 . 中国四国地区三学会（愛媛県）, 2015.

d-08. 手塚　礼・織井秀文・小林一也：プラナリア生殖器官分化に注目したWnt遺伝子の発現解析．日本動物学会第
86回新潟大会（新潟市）, 2015.

d-09. 前澤孝信・石川正樹・小林一也：トリプトファンはDr-SLC38A9の発現誘導を介してプラナリアの有性化を進
行させる．日本動物学会大会（新潟市）, 2015.

d-10. 岡本　光・手塚　礼・小林一也：プラナリアと仲良しになりませんか？─見て，切って，食べさせる─ 日本動
物学会第86回新潟大会（動物学ひろば）（新潟市）, 2015.

d-11. 小林一也：プラナリアのちょっと変わった生き残り作戦 . 日本動物学会大会（公開講演会「研究の世界で活躍す
る動物たち」）（新潟市）, 2015.

　
笹部　美知子
a-01. Kawamoto, N., M. Sasabe, M. Endo, Y. Machida, T. Araki : Calcium-dependent protein kinases responsible for the 

phosphorylation of a bZIP transcription factor FD crucial for the florigen complex formation. Sci. Rep. 5 : 8341, 
2015. 

a-02. Sasabe, M., N. Ishibashi, T. Haruta, A. Minami, D. Kurihara, T. Higashiyama, R. Nishihama, M. Ito, Y. Machida : 
The carboxyl-terminal tail of the stalk of Arabidopsis NACK1/HINKEL kinesin is required for its localization to 
the cell plate formation site. J. Plant Res. 128 : 327‒336, 2015.

d-01. 笹部美知子・桧垣　匠・栗原大輔・東山哲也・馳澤盛一郎・町田泰則：植物の細胞板形成を支えるM期キネシ
ンNACK1とMAPKカスケード．日本バイオイメージング学会（東京都）, 2015.

d-02. 笹部美知子・桧垣　巧・西田結花・石橋奈々子・栗原大輔・東山哲也・西浜竜一・伊藤正樹・馳澤盛一郎・町田
泰則：M期特異的キネシンNACK1のC末端領域は細胞板形成部位への局在に必要である．日本植物学会大会（新
潟市）, 2015.

d-03. 笹部美知子・桧垣　巧・大和田理恵・相田治寿・西田結花・馳澤盛一郎・町田泰則：植物の細胞板形成を支える
分子メカニズム．日本植物生理学会年会（東京都）, 2015.

d-04. 川本　望・笹部美知子・遠藤　求・町田泰則・荒木　崇：カルシウム依存性タンパク質キナーゼCPK33はFDを
リン酸化しフロリゲン複合体形成を制御する．日本植物生理学会年会（東京都）, 2015.

d-05. 笹部美知子・石橋奈々子・春田　剛・南　明希・栗原大輔・東山哲也・西浜竜一・伊藤正樹・町田泰則：シロイ
ヌナズナAtNACK1/HINKELキネシンのC末端領域は細胞板形成領域への局在に必要である．東北植物学会大
会（山形市）, 2014.

d-06. 伊藤千尋・笹部美知子：植物細胞における細胞極性及び分裂方向の決定に関わる分子メカニズム解明のための基
礎的研究．東北植物学会大会（山形市）, 2014.

d-07. 中田美果子・大和田理恵・中野理恵・町田泰則・笹部美知子：植物の細胞分裂を制御するキネシンと相互作用す
る新規プロテインホスファターゼのシロイヌナズナホモログの解析（2）．東北植物学会大会（山形市）, 2014.

d-08. 西田結花・桧垣　巧・馳澤盛一郎・町田泰則・笹部美知子：細胞板形成の鍵因子であるNACK1キネシン及び
NPK1 MAPKKKの細胞板形成部位への特異的局在機構の解析．東北植物学会大会（山形市）, 2014. 
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西野　敦雄
b-01. 西野敦雄：第7章 ウニ類とホヤ類 新口動物の無脊椎動物（翻訳）『ギルバート発生生物学』（阿形清和，高橋淑子 

監訳）. メディカル・サイエンス・インターナショナル : 221‒245, 2015.
d-01. Jokura, K., J. Nishino, M. Ogasawara, A. Nishino : Possible involvement of an alpha7-class nicotinic acetylcholine 

receptor in the ciliary arrest response in Ciona stigmatal cells. The 8th International Tunicate Meeting, Aomori, 
2015.

d-02. Watanabe, S., A. Nishino : Is the spiral swimming trajectories of the larva based on the spiral configuration of 
myofibrils in the tail muscle cells. The 8th International Tunicate Meeting, Aomori, 2015.

d-03. 渡部　翔・西野敦雄：ホヤのオタマジャクシ型幼生における螺旋型遊泳運動の解析．日本動物学会大会（新潟市）, 
2015. 

d-04. 城倉　圭・西野純子・小笠原道生・西野敦雄：アセチルコリン （ACh） によるホヤの鰓の繊毛停止反応の誘起 . 
日本動物学会大会（新潟市）, 2015.

d-05. 西野敦雄：次の 35年のために，被嚢動物学をもう一度考えてみる．日本動物学会大会．関連集会「第 35回ホヤ
の生物学談話会」（新潟市）, 2015.

吉田　渉
a-01. Wagatsuma, K., L. Lu, S. Nishitani, W. Yoshida, S. Ishida : Morphological comparison of Phagocata sp. from Mt. 

Changbai water system in China with Phagocata vivida in Japan. SHIRAKAMI-SANCHI. 4 : 27‒33, 2015.
d-01. 大嶋真謙・吉田　渉：閉鎖型循環水槽での稚ナマコの成長と飼料開発．平成 26年度日本水産学会東北支部大会

（秋田市）, 2014.
d-02. 大嶋真謙・吉田　渉：閉鎖循環式水槽における稚ナマコ成育の至適水温と餌料．平成 27年度日本水産学会春季

大会（東京都）, 2015.
f-01. 吉田　渉：NHK総合テレビ：番組「うまいッ！」能登のナマコ．出演及び取材協力 （放送日：2015年2月8日）, 2015.
f-02. 大嶋真謙・吉田　渉：閉鎖型循環水槽での稚ナマコの成長と飼料開発．日本水産学会東北支部会報 65号：26, 

2015.

【生態環境コース】
杉山　修一
a-01. Fraser L.H., J. Pither, A. Jentsch, M. Sternberg, M. Zobel, D. Askarizadeh, S. Bartha, C. Beierkuhnlein, J.A. 

Bennett, A. Bittel, B. Boldgiv, I.I. Boldrini, E. Bork, L. Brown, M. Cabido, J. Cahill, C.N. Carlyle, G. Campetella, 
S. Chelli, O. Cohen, A.-M. Csergo, S. Díaz, L. Enrico, D. Ensing, A. Fidelis, J.D. Fridley, B. Foster, H. Garris, J.R. 
Goheen, H.A.L. Henry, M. Hohn, M.H. Jouri, J. Klironomos, K. Koorem, R. Lawrence-Lodge, R. Long, P. Manning, 
R. Mitchell, M. Moora, S.C. Müller, C. Nabinger, K. Naseri, G.E. Overbeck, T.M. Palmer, S. Parsons, M. Pesek, V.D. 
Pillar, R.M. Pringle, K. Roccaforte, A. Schmidt, Z. Shang, R. Stahlmann, G.C. Stotz, S. Sugiyama, S. Szentes, D. 
Thompson, R. Tungalag, S. Undrakhbold, M. van Rooyen, C. Wellstein, J.B. Wilson, T. Zupo : Worldwide evidence 
of a unimodal relationship between productivity and plant species richness. Science. 349 : 302‒305, 2015.

a-02. 杉山修一・関屋涼太：自然栽培リンゴ園における昆虫の群集構造とキンモンホソガの天敵防除．弘前大学農学生
命科学部学術報告．17：1‒6, 2015.

d-01. 細谷啓太・杉山修一：東日本16無肥料水田における収量差の解析．日本作物学会講演会（藤沢市）, 2015.
d-02. 細谷啓太・劉　広成・杉山修一：収量性が異なる長期無施肥水田の窒素循環．日本作物学会大会（長野市）, 2015.
d-03. 杉山修一・羽田正英：奇跡のリンゴの成功は園地の生物群集と関係する．日本生態学会大会（鹿児島市）, 2015.
d-04. 平久江歩美・杉山修一：自然栽培におけるリンゴの病害抵抗性は内生菌群集と関係する．日本生態学会大会（鹿

児島市）, 2015.
d-05. 中野敬護・杉山修一：環境ストレスに対するオーチャードグラスの集団分化 I．温暖化ストレス耐性の集団分化．

日本草地学会講演会（伊那市）, 2015.
d-06. 中野敬護・杉山修一：環境ストレスに対するオーチャードグラスの集団分化 II．DNA変異からみた遺伝的分化．

日本草地学会講演会（伊那市）, 2015.
f-01. 杉山修一：農業における植物内生菌の可能性．農業環境技術研究所公開セミナー「農業生産を支える土の中の小

さな生物」（東京都）, 2015.
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東　信行
a-01. 工藤誠也・大宮慧子・三浦太智・渡邉　泉・東　信行：生体内微量元素を用いた青森県沿岸マダラの回遊推定．

日本水産学会誌．81：227‒233, 2015.
a-02. 田村和也・東　信行：魚類標本の安定同位体比を指標とした青森県小河川における環境変遷の推定．人間と環境．

41：2‒16, 2015.
a-03. 蛯名純一・坂有希子・東　信行，三上かつら：青森県三沢市で同所的に繁殖したニュウナイスズメとスズメ．

Bird Res．11：S1‒S7, 2015.
a-04. 山本和司・佐藤高広・小田桐勝則・川村昌弘・東　信行：砂浜海岸における港湾建設後の生物組成の変化につい

て：七里長浜港の事例．土木学会論文集B3（海洋開発）．31：892‒897, 2015.
d-01. 大宮慧子・工藤誠也・三浦太智・渡邉　泉・東　信行：生体内元素分析を用いた陸奥湾産卵群マダラの個体群判

別．日本生態学会大会（鹿児島市）, 2015.
d-02. 森田知沙・香川裕之・大関民哉・東　信行：青森県岩木川の河畔林に営巣するオオタカの環境利用の比較．日本

生態学会大会（鹿児島市）, 2015.
d-03. 伊藤　楓・東　信行：カンムリカイツブリの繁殖に関するオオクチバスの間接的影響．日本生態学会大会（鹿児

島市）, 2015.
d-04. 岩﨑知子・鈴木浩文・古林千春・樫村　昇・佐々木紅良・池島　耕・水野直樹，和田　実・東　信行：ヒイラギ

科二種の発光シグナル解析．平成27年度日本水産学会春季大会（東京都）, 2015.
d-05. 神崎東子・田村和也・工藤誠也・野田香織・渡邉　泉・東　信行：ダム湖が及ぼす流程方向における物質循環の

変化．平成27年度日本水産学会春季大会（東京都）, 2015.
d-06. Shiozuka, N., T. Kanzaki, M.T. Kazama, R. Nakashita, N. Azuma : Using stable isotopes to determine Japanese 

water shrew trophic position in headwater food webs and importance of continuity of riverine ecotone. 5th 
International Wildlife Management Congress. Sapporo, 2015.

d-07. 神崎東子・田村和也・工藤誠也・佐藤　臨・井上博元・野田香織・池田紘士・中下留美子・渡邉　泉・東　信行：
ダム湖が及ぼす流程方向における物質循環の変化．応用生態工学会研究発表会（郡山市）, 2015.

d-08. Azuma, N., C. Iwasaki, S. Kudo, H. Inoue, K. Noda, I. Watanabe : Elimination of the heavy metals from coastal 
water by scallop cultivation. Japan Geoscience Union Meeting. Chiba, 2015.

d-09. Kudo, S., I. Watanabe, N. Azuma : Estimating the natal sites of clearwing moths by using trace elements and the 
invasive pattern of currant clearwing moth. Japan Geoscience Union Meeting. Chiba, 2015.

池田　紘士
a-01. 岩崎貴也・阪口翔太・横山良太・高見泰興・大澤剛士・池田紘士・陶山佳久：総説 生物地理学とその関連分野

における地理情報システム技術の基礎と応用．日本生態学会誌．64 : 183‒199, 2014.
a-02. Ohwaki, A, Y. Kaneko, H. Ikeda : Seasonal variability in the response of ground beetles to forest edge in a 

heterogeneous agricultural landscape in Japan, Eur. J. Entomol. 112 : 135‒144, 2015.
a-03. Ikeda, H., M.A. Callaham Jr., J.J. OʼBrien, B.S. Hornsby, E.S. Wenk : Can the invasive earthworm, Amynthas 

agrestis, be controlled with prescribed fire? Soil Biol. Biochem. 82 : 21‒27, 2015.
a-04. Hashimoto, A., G. Sato, T. Matsuda, M. Matsumura, S. Hatakeyama, Y. Harada, H. Ikeda, K. Tanaka : 

Taxonomic revision of Pseudolachnea and Pseudolachnella and establishment of Neopseudolachnella and 
Pseudodinemasporium gen. nov. Mycologia. 107 : 383‒408, 2015.

a-05. 南谷幸雄・池田紘士・金子信博：青森県の陸生大型貧毛類（ミミズ）相．青森自然誌研究．20 : 81‒90, 2015.
d-01. 金子信博・南谷幸雄・三浦季子・角田智詞・池田紘士・杉山修一：有機リンゴ圃場の土壌生物多様性─慣行リン

ゴ圃場および森林との比較─ . 日本有機農業学会（島根県）, 2014.
d-02. 池田紘士 , M.A. Callaham Jr., J.J. OʼBrien, B.S. Hornsby, E.S. Wenk：日本からアメリカに侵入した外来ミミズを

火入れで管理できるか？．日本生態学会（鹿児島市）, 2015.
d-03. 久保田耕平・氏家昌行・池田紘士：日本産ルリクワガタ属の分布形成は気候要因で説明できるか？．日本昆虫学

会（福岡市）, 2015.
d-04. Callaham, M.A. Jr., H. Ikeda, S.L. Goodrick, B.A. Snyder, T.A. Waldrop : Prescribed fire for managing the 

invasive earthworm, Amynthas agrestis, in the Southern Appalachian Mountains : A simulation model. Soil 
Ecology Society Meetings. Colorado, 2015.

d-05. 神崎東子・田村和也・工藤誠也・佐藤　臨・井上博元・野田香織・池田紘士・中下留美子・渡邉　泉・東　信行：
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ダム湖が及ぼす流程方向における物質循環の変化．応用生態工学会研究発表会（郡山市）, 2015.

石田　清
d-01. 石田　清：ブナの開葉に要する積算温量の場所間変異：降霜と積雪の影響．第 62回日本生態学会大会（鹿児島市）, 

2015.
d-02. 加藤禎孝・石田　清・菊地淳一・鳥居春己：イラクサの刺毛形質の表現型可塑性：誘導防御に及ぼす前年度被食

の影響．日本生態学会大会（鹿児島市）, 2015.
d-03. 石田　清・早川玲奈：積雪の多寡によって変わるブナの生態：多雪山地における林冠フェノロジーと実生の生存

パターン．日本森林学会大会（札幌市）, 2015. 
d-04. 名取史晃・石田　清：多雪地におけるブナ（Fagus crenata）の年輪幅に影響する気象要因．日本森林会大会（札

幌市）, 2015.
d-05. 増井悠人・石田　清：山岳上部におけるミズナラの葉形態と生態の変異．日本森林会大会（札幌市）, 2015.
d-06. 鳥丸　猛・櫻井　創・赤田辰治・石田　清・檜垣大助：白神山地サンスケ沢ブナ天然林における森林動態．日本

森林会大会（札幌市）, 2015.
d-07. Ishida, K., R. Hayakawa, S. Hiramatsu : Effects of snowmelt timing on survival of beech saplings (Fagus crenata) 

in snowy mountains of northern Japan. ESA 100th Annual Meeting & Exposition. Baltimore, 2015.
d-08. Kato, T., K. Ishida, J. Kikuchi, H. Torii : Damaged-induced response and seasonal variation in stinging hair traits 

of Japanese nettle (Urtica thunbergiana) seedlings in two subpopulations with different browsing pressure by 
Sika deer. ESA 100th Annual Meeting & Exposition. Baltimore, 2015.

曽我部　篤
d-01. 曽我部篤：ヨウジウオ科魚類における配偶システム多様化の至近要因と系統的制約．日本動物行動学会大会（長

崎市）, 2014.
d-02. 畑　啓生・中野玲奈・川西亮太・曽我部篤：魚類に寄生するウオノエ科等脚類の分子系統．四国魚類研究会（徳

島市）, 2015.
f-01. 曽我部篤：浅虫における動物行動学実習開発．2015年度全国国立大学臨海臨湖実験所所長会議シンポジウム「水

棲動物の行動学研究と教育への応用」（熊本市）, 2015.

山尾　僚
a-01. Yamawo, A. : Relatedness of neighboring plants alters the expression of indirect defense traits in an extrafloral 

nectary-bearing plant. Evol. Biol. 42 : 12‒19, 2015.
a-02. Tanaka, K., A. Yamawo, O. Yano : Seed dispersal by ants in Carex oxyandra var. oxyandra (Cyperaceae) from 

Japan. J. Jpn. Bot. 90 : 129‒133, 2015.
a-03. Yamawo, A., M. Tokuda, N. Katayama, J. Tagawa : Ant-attendance in extrafloral nectar-bearing plants promotes 

growth and decreases the expression of traits related to direct defenses. Evol. Biol. 42 : 191‒198, 2015.
a-04. Tanaka, K., K. Ogata, H. Mukai, A. Yamawo, M. Tokuda : Adaptive advantage of myrmecochory in the 

ant-dispersed herb Lamium amplexicaule L. (Lamiaceae) : Predation avoidance through the deterrence of 
postdispersal seed predators. Plos One. 10 : e0133677, 2015.

a-05. Fukano, Y., A. Yamawo : Self-discrimination in the tendrils of the vine Cayratia japonica is mediated by 
physiological connection. Proc. R. Soc. B. 282 : 20151379, 2015.

a-06. Yamawo, A., J. Tagawa : Leaf damage effects on leaf expansion timing in Mallotus japonicus (Euphorbiaceae). 
Plant Species Biol. (in press).

a-07. Yamawo, A. : Extrafloral nectaries of Melia azedarach (Meliaceae) : a first record in the Melia genus. J. Jpn. Bot. 
(in press).

b-01. Yamawo, A., M. Tokuda : Extrafloral nectar production and plant defense strategies. In Nectar : production, 
chemical composition and benefits to animal and plants. (ed. Robin L. Peck.) Nova Science Publishers. pp. 59‒76, 
2015.

d-01. 長岡希隆・向井裕美・所　雅彦・山尾　僚・野間口眞太郎：ヤマトシリアゲの雄による婚姻贈呈：運べないギフ
トをどう渡すのか？．動物行動学会（長崎市）, 2014.

d-02. 田中弘毅・木下智章・山尾　僚：種子散布共生系の維持メカニズム：報酬のタダ食いに対する種子表面物質を用
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いた補償．日本生態学会（鹿児島市）, 2015．
d-03. 山尾　僚：花外蜜腺植物における直接防御と間接防御を用いた被食防御戦略．日本生態学会自由集会（鹿児島市）, 

2015．
d-04. 山尾　僚：植物における共生者認識と表現型可塑性．日本生態学会企画集会（鹿児島市）, 2015
d-05. 白濱祥平・山尾　僚・徳田　誠：オオイヌタデの無毛・有毛型におけるタデキボシホソガの産卵選好性．日本昆

虫学会大会（福岡市）, 2015.
f-01. ヤブガラシ研究で弘大・山尾助教ら自他識別能力を発見．陸奥新報（2015年8月27日版）, 2015.
f-02. 遺伝子介さず自他識別 弘大・山尾助教ら研究 英紀要掲載．東奥日報（2015年8月27日版）, 2015.
f-03. つる植物に自他識別能力 ヤブガラシ研究 弘大・山尾助教ら発見．毎日新聞（2015年9月3日版）, 2015.
f-04. Self-aware plants. New Scientist 60 Seconds News (26 Aug. 2015), 2015.
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【分子生命科学科】

【生命科学コース】
橋本　勝
a-01. Arayama, M., H. Maeda, K. Tanaka, N. Takada, T. Nehira, M. Hashimoto : Achaetolide-II isolated from 

Helminthosporium velutinum TS28. Tetrahedron. 71 : 7900‒7905, 2015.
a-02. Honmura, Y., H. Takekawa, K. Tanaka, H. Maeda, T. Nehira, W. Hehre, M. Hashimoto : Computation-Assisted 

Structural Elucidation of Epoxyroussoeone and Epoxyroussoedione Isolated from Roussoella japanensis KT1651. 
J. Nat. Prod. 78 : 1505‒1510, 2015.

a-03. Arayama, M., T. Nehira, H. Maeda, K. Tanaka, H. Miyagawa, T. Ueno, S. Hosokawa, M. Hashimoto : Isolation, 
ECD Assisted Structural Analyses, Biosynthetic Discussions, and Biological activities of epi-Cochlioquinones D 
and its Derivatives. Tetrahedron. 71 : 4788‒4794, 2015.

a-04. 橋本　勝：「リンゴ果実上におけるマイコパラサイト現象の分子機構」．有機合成化学協会誌．73 : 230‒240, 2015.
a-05. Ito, A., H. Maeda, A. Tonouchi, M. Hashimoto : Relative and absolute structure of phomolide C. Biosci. Biotech. 

Biochem. 79 : 1067‒1069, 2015.
a-06. Fujii, M., H. Chiba, N. Tamayama, S. Kanamaru, M. Hashimoto : Isotopic Differentiation Protocol, a Selective 

Extraction of C- and N-Terminal Ions in ESI-Ms/Ms De Novo Peptide Sequencing. Nat. Prod. Chem. Res. 3 : 
164, 2015.

d-01. 本村優奈・狩原恭平・田中和明・前多隼人・根平達夫・W.J. Hehrec・橋本　勝：「量子化学計算支援による
Epoxyroussoeone類の構造決定」．天然有機化合物討論会（高知市）, 2014.

d-02. 橋本 勝 ：「リンゴ果実におけるマイコパラサイト現象の生物有機化学研究」．日本化学会東北支部 青森地区講演
会（弘前市）, 2014.

d-03. Hashimoto, M. : Bioorganic Studies on Mycoparasitism on Apple Fruites. Michigan State University Department 
of Chemistry Seminor. MSU, 2014.

d-04. 高橋萌子・橋本　勝：「Spiroleptospholの全合成研究」．日本農芸化学会 2015年度大会（岡山大学）, 2015.
d-05. 伊藤　厚・殿内暁夫・橋本　勝：「Phomolide Cの相対及び絶対配置の決定」．日本農芸化学会 2015年度大会（岡

山大学）, 2015. 
d-06. 荒山美紀・田中和明・前多隼人・根平達夫・橋本　勝：「新規epi-cochlioquinone誘導体と その生合成前駆体の

単離と構造」．日本農芸化学会2015年度大会（岡山大学）, 2015. 
d-07. 伊藤　厚・殿内暁夫・橋本　勝：「Phomolide Cの相対及び絶対配置の決定」．第 10回化学生態学研究会（函館市），

2015.
d-08. 橋本　勝・本村優奈・根平達夫：「分子軌道計算支援による新規マクロフォリンの構造決定」．第 10回化学生態

学研究会（函館市）, 2015.
d-09. Arayama, M., T. Nehira, H. Maeda, K. Tanaka, H. Miyagawa, T. Ueno, S. Hosokawa, M. Hashimoto : Isolation, 

ECD Assisted Structural Analyses, Biosynthetic Discussions, and Biological activities of epi-Cochlioquinones D 
and its Derivatives. 15th International Conference on Chiral Spectroscopy, Sapporo, 2015.

d-10. Hashimoto, M. : Bioorganic Studies on Mycoparasitism on Apple Fruites. University of Saskatchewan Special 
Simminor, 2015.

d-11. 荒山美紀・前多隼人・田中和明・根平達夫・宮川　恒・上野民夫・細川誠二郎・橋本　勝 ：Cochlioquinone化学
の新展開─ECDの徹底活用と新たな生物活性考察．天然有機化合物討論会（横浜市）, 2015.

姫野　俵太
a-01. Kurita, D., M. Miller, A. Muto, A. Buskirk, H. Himeno : Rejection of tmRNA• SmpB after GTP hydrolysis by 

EF-Tu on ribosomes stalled on intact mRNA. RNA, 20 : 1706‒1714, 2014.
a-02. Kurita, D., Y. Chadani, A. Muto, T. Abo, H. Himeno : ArfA recognizes the lack of mRNA in the mRNA channel 

after RF2 binding for ribosome rescue. Nucleic Acids Res., 42 : 13339‒13352, 2014.
a-03. Himeno, H., N. Nameki, D. Kurita, A. Muto, T. Abo : Ribosome rescue systems in bacteria. Biochimie, 114 : 

102‒112, 2015.
d-01. 栗田大輔・武藤　昱・阿保達彦・姫野俵太：ArfA/RF2による翻訳停滞解消機構の解析．日本RNA学会年会（札
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幌）, 2015.
f-01. 姫野俵太：リボソームが関わる新規の浸透圧ストレス応答機構．平成 27年度弘前大学機関研究セミナー（弘前

大学）, 2015.

牛田　千里
a-01. Kiyosawa, H., A. Okumura, S. Okui, C. Ushida, G. Kawai : Secondary structure-based analysis of mouse brain 

small RNA sequences obtained by using next-generation sequencing. Genomics 106 : 122‒128, 2015.
a-02. 牛田千里：small structured ncRNAの機能ゲノミクス．日本マイコプラズマ学会雑誌．41：15‒18, 2014.
c-01. 牛田千里：ポリコーム群（Polycomb group : PcG）．生化学．87：489, 2015.
c-02. 牛田千里：長鎖ノンコーディングRNA（long noncoding RNA : lncRNA）．生化学．87：489, 2015.
d-01. 清澤秀孔・奥居沙弥・牛田千里・河合剛太：マウス細胞内で発現している低分子RNAとその構造解析．日本分

子生物学会年会（横浜市）, 2014.
d-02. 牛田千里：線虫核小体RNA遺伝子欠損株MT16939が示す精子形成異常と胚発生異常．第3回リボソームミーティ

ング（宮崎青島温泉）, 2015.
d-03. Sato M., S. Kihara, C. Ushida : Expression pattern of C. elegans Y RNA homologs. C. elegans 2015 , 20 th 
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d-05. 田端桂介・有本　大・齊藤一伸・大森弘子・森田英嗣：フラビウイルス複製オルガネラ局在タンパク質のイメー
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identity in Xenopus limb bud regeneration. Developmental Biology. (doi : 10.1016/j.ydbio.2015.08.013), 2015. 

a-06. †Kawasumi-Kita, A., T. †Hayashi, T. Kobayashi, C. Nagayama, S. Hayashi, Y. Kamei, Y. Morishita, T. 
Takeuchi, K. Tamura, H. Yokoyama : Application of local gene induction by infrared laser-mediated microscope 
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d-03. 相馬大輝・木村祐紀・三浦夏帆・佐々木璃子・落合　廣・大町鉄雄：細胞性粘菌におけるperoxisomal protease 
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研 究 業 績 目 録 23
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大学）, 2015.
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Science. 55 : 2100‒2107, 2015.

d-01. 平岡未帆・松澤めぐみ・川崎通夫・千田峰生：プロアントシアニジン特異的染色剤を用いたダイズ種皮着色物質
の組織化学的観察．東北育種研究集会（岩手大学）, 2014.

d-02. 佐藤孝誠・菊池彰夫・湯本節三・千田峰生：黄ダイズ栽培集団中に見出された鞍掛突然変異体についての解析
Ⅱ．鞍掛突然変異体と黄ダイズ間のF2植物における鞍掛着色形質の分離について．東北育種研究集会（岩手大学）, 
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d-04. 千田峰生・平岡未帆・山口直矢：ダイズ低温裂開を引き起こす低温処理開始時期についての検討．日本育種学会
講演会（玉川大学）, 2015.

d-05． 山口直矢・黒崎英樹・青山聡・石本政男・三好智明・千田峰生：ポーランドのダイズ品種を用いた早生耐冷性系
統の開発と早生に関与するゲノム領域の推定．日本育種学会講演会（玉川大学）, 2015.

戸羽　隆宏
d-01. 田中千景・山田滉介・竹内保浪・柏木明子・戸羽隆宏：Pseudomonas costantiniiおよびSerratia liquefaciensに

感染するバクテリオファージの生乳からの分離．日本畜産学会大会（酪農学園大学）, 2015.
f-01. 小山浩子・戸羽隆宏：ミルクフェスティバル in弘前にて小山浩子氏と対談講演会（弘前総合学習センター）, 2015.

柏木　明子
a-01. Kashiwagi, A., H. Kitamura, F. Tsushima-Sano : Characterization of a single mutation in TraQ in a strain of 

Escherichia coli partially resistant to Qβ infection. Frontiers in Microbiology. 6 : article 124, 2015. 
d-01. 柏木明子・塚田幸治・四方哲也：QβファージのRNA複製酵素に依存する宿主増殖系の確立．日本進化学会大会

（中央大学）, 2015．
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d-02. 柏木明子：実験室内進化系でのRNAバクテリオファージのゲノム変化．化学工学会第 47回秋季大会．招待講演
（北海道大学）, 2015.

d-03. 田中千景・山田滉介・竹内保浪・柏木明子・戸羽隆宏：Pseudomonas costantiniiおよびSerratia liquefaciensに
感染するバクテリオファージの生乳からの分離．日本畜産学会大会（酪農学園大学）, 2015．

e-01. 柏木明子：戦略的創造研究推進事業四方動的微小反応場プロジェクト（科学技術振興機構）．研究成果報告書．
2015.

e-02. 柏木明子・ 園木典則・ 笹部美知子・坂元君年：学長指定若手重点研究報告書. 2015.

前多　隼人
a-01. Maeda H., R. Hosomi, M. Koizumi, Y. Toda, M. Mitsui, K. Fukunaga : Dietary cod protein decreases triacylglycerol 

accumulation and fatty acid desaturase indices in the liver of obese type-2 diabetic KK-Ay mice. Journal of 
Functional Foods. 14 : 87‒94, 2015.

a-02. Maeda H. : Nutraceutical effects of fucoxanthin for obesity and diabetes therapy : A Review. Journal of Oleo 
Science. 64 (2) : 125‒132, 2015.

a-03. Maeda H., S. Kanno, M. Kodate, M. Hosokawa, K. Miyashita : Fucoxanthinol, Metabolite of Fucoxanthin, Improves 
Obesity-Induced Inflammation in Adipocyte Cells. Marine drugs. 13 (8) : 4799‒4813, 2015.

a-04. 似内菜月・柿崎かおり・鬼頭　薫・前多隼人・大河　浩：青森県域におけるストレス耐性微細藻の単離：形態·
生理特性 I．白神研究．10号：3‒10, 2015.

a-05. Islam M.N., H. Maeda, M. Kawasaki : Effect of Calcium Concentration in Growth Medium on Oxalate Content 
and Evaluation of the Role of Guttation in the Regulation of Oxalate in Eddo. Plant Production Science. 18 (4) : 
464‒470, 2015.  

a-06. Honmura Y., H. Takekawa, K. Tanaka, H. Maeda, T. Nehira, W. Hehre, M. Hashimoto : Computation-Assisted 
Structural Elucidation of Epoxyroussoeone and Epoxyroussoedione Isolated from Roussoella japanensis KT1651. 
Journal of natural products. 78 (7) : 1505‒1510, 2015.

a-07. Ito A., H. Maeda, A. Tonouchi, M. Hashimoto : Relative and absolute structure of phomolide C. Biosci. Biotechnol. 
Biochem. 79 (7) : 1067‒1069, 2015.

a-08. Arayama M., T. Nehira, H. Maeda, K. Tanaka, H. Miyagawa, T. Ueno, S. Hosokawa, M. Hashimoto : Isolation, ECD 
assisted structural analyses, biosynthetic discussions, and biological activities of epi-cochlioquinones D and its 
derivatives. Tetrahedron. 71 (29) : 4788‒4794, 2015.

a-09. Nanashima N., K. Horie, T. Tomisawa, M. Chiba, M. Nakano, T. Fujita, H. Maeda, M. Kitajima, S. Takamagi, 
D. Uchiyama, J. Watanabe, T. Nakamura, Y. Kato : Phytoestrogenic activity of blackcurrant (Ribes nigrum) 
anthocyanins is mediated through estrogen receptor alpha. Molecular nutrition & food research, 2015.

b-01. 前多隼人：大学ブランドの食品開発 弘前大学における食の取り組み．季刊 栄養教諭．37号：54‒59, 2014.
b-02. 前多隼人：国際油脂関連情報 Inform, Vol.25, No.8 (2014)．オレオサイエンス．15巻1号：40‒40, 2015.
b-03. 前多隼人：国際油脂関連情報 Inform, Vol.26, No.1 (2015)．オレオサイエンス．15巻6号：278‒278, 2015.
b-04. 前多隼人・田　宇・福田麻理・松本和浩：地域資源からの機能性食品素材の探索．機能性食品と薬理栄養．9巻

2号：67‒72, 2015.
b-05. 前多隼人：国際油脂関連情報 Inform, Vol.26, No.2 (2015)．オレオサイエンス．15巻7号：328‒328, 2015.
b-06. 前多隼人：国際油脂関連情報 Inform, Vol.26, No.3 (2015)．オレオサイエンス．15巻8号：390‒390, 2015.
b-07. 前多隼人：国際油脂関連情報 Inform, Vol.26, No.4 (2015)．オレオサイエンス．15巻9号：445‒445, 2015.
c-01. 前多隼人：りんごのすすめ．JAつがる弘前広報誌「いぶき」．平成 26年11月号　vol.124, 2014.
c-02. 前多隼人：年会実行委員会企画シンポジウム「若手が語る：油脂の機能性研究の将来」を終えて．オレオサイエ

ンス．15巻1号：36‒37, 2015.
c-03. 前多隼人：地域発 ! ご当地研究最前線．健康365．12巻4号：160‒161, 2015.
c-04. 前多隼人：地域発 ! ご当地研究最前線．健康365．12巻9号：160‒161, 2015.
c-05. 前多隼人：地域発 ! ご当地研究最前線．健康365．12巻10号：162‒163, 2015.
c-06. 前多隼人：ムック野菜の健康パワーをおいしく上げるレシピ 129．日経BPムック.: 49‒49, 2015
d-01. 堂黒翔太・梶　直人・阿孫健一・前多隼人：α-リノレン酸高含有リン脂質による非アルコール性脂肪肝炎改善作用．

日本農芸化学会2015年度大会（岡山大学），2015.
d-02. 伊藤　厚・殿内暁男・前多隼人・橋本　勝：phomolide Cの相対及び絶対配置の決定 . 日本農芸化学会 2015年度
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大会（岡山大学）, 2015.
d-03. 荒山美紀・田中和明・前多隼人・根平達夫・橋本　勝：新規epi-cochlioquinone誘導体とその生合成前駆体の単

離と構造．日本農芸化学会2015年度大会（岡山大学）, 2015.
d-04. 前多隼人：海藻に含まれるフコキサンチンを中心としたキサントフィルの機能性．2015年度日本農芸化学会東

北支部シンポジウム（岩手大学）, 2015.
d-05. 前多隼人・福田麻理・戸田裕子・小泉光可・細見亮太・吉田宗弘・福永健治：種類の異なる魚肉タンパク質の投

与による肥満モデルマウスの脂質代謝に対する効果．日本食品科学工学会大会（京都大学）, 2015.
d-06. 戸田裕子・福田麻理・細見亮太・前多隼人・吉田宗弘・福永健治：白身および赤身魚由来タンパク質の給餌がラッ

トの脂質代謝に及ぼす影響．日本食品科学工学会大会（京都大学）, 2015.
e-01. 前多隼人 ：江戸川区産コマツナ＆青森県産りんごハンドブック（えどがわ農業産学公プロジェクト）, 2015.
e-02. 前多隼人 ：大間漁業協同組合・弘前大学共同研究 「地域振興のための海洋資源活用に関する研究」報告書, 2015.
e-03. 前多隼人 ：JST研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）ハイリスク挑戦タイプ（復興促進型）「黒ごぼうの

機能性を生かした新製品の開発」完了報告書, 2015.
e-04. 前多隼人 ：科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）実施状況報告書　若手研究（B）「カロテノイドの吸収

性に関与する脂肪酸の影響の解明」, 2015.
f-01. 前多隼人：第9回ビジネスマッチ東北2014「黒ごぼうの機能性を生かした新製品」（仙台）, 2014．
f-02. 前多隼人：アグリビジネス創出フェア2014「新しい食品「黒ごぼう」の機能性」（東京）, 2014．
f-03. 前多隼人：あおもりくろもじ精油の健康機能について（青森）, 2015.
f-04. 前多隼人：弘前大学高大連携公開講座 ひろだいナビゲートレクチャー（弘前）, 2015.
f-05. 前多隼人：第29期青森県りんご産業基幹青年委託事業講義（弘前）, 2015.
f-06. 前多隼人：弘前大学公開講座 ひろだいナビゲート ·キャラバン in 八戸（八戸）, 2015.

【生産環境コース】
青山　正和
a-01. Aoyama, M. : Separation of acid-soluble constituents of soil humic acids by dissolution in alkaline urea solution 

and precipitation with acid. Chem. Biol. Technol. Agric. 2 : 16, 2015.
b-01. 青山正和：農耕地での土壌有機物の動態と機能．農業技術体系・土壌施肥編（農文協）．第 1巻 , 追録第 26号 , 48

の13：2‒13, 2015.
b-02. 青山正和：農耕地での土壌有機物の動態と機能，最新農業技術 土壌施肥 vol. 7（農文協）：53‒64, 2015.
d-01. 青山正和：土壌有機物の機能（第30回大会記念シンポジウム 「環境中に存在する天然有機物研究の過去と未来」）．

日本腐植物質学会第30回講演会（日本大学）, 2014．
d-02. Aoyama, M. : Characterization of organic matter in density-size fractions of organically managed soils by diffuse 

reflectance infrared Fourier transform spectroscopy combined with NaClO oxidation. ISMOM2015 (Montreal, 
Canada), 2015.

d-03. 青山正和：有機栽培土壌から分離した比重画分有機物のNaClO酸化 ─DRIFT法による性状解析．日本土壌肥料
学会京都大会（京都大学）, 2015．

佐野　輝男
a-01. Tsushima, T., Y. Matsushita, S. Fuji, T. Sano : First report of Dahlia latent viroid and Potato spindle tuber viroid 

mixed-infection in commercial ornamental dahlia in Japan. New Disease Reports 31 : 11, 2015.
a-02. Matsushita, Y., Z. Bao, D. Kurose, H. Okada, S. Takemoto, A. Sawada, H. Nagase, M. Takano, H. Murakami, M. 

Koitabashi, S. Yoshida, M. Saito, T. Sano, S. Tsushima : Community structure, diversity, and species dominance 
of bacteria, fungi, and nematodes from naturally and conventionally farmed soil : a case study on Japanese apple 
orchards. Org. Agr. DOI 10.1007/s13165-015-0096-4, 2015.

a-03. Tsushima, T., Sano T : First report of Coleus blumei viroid 5 infection in vegetatively propagated clonal Coleus cv. 
ʻAurora black cherryʼ in Japan. New Disease Reports, 32, 7. [http://dx.doi.org/10.5197/j.2044-0588.2015.032.007], 
2015.

a-04. Adkar-Purushothama, C.R., J.P. Perreault, T. Sano : Analysis of small RNA production patterns among the 
two potato spindle tuber viroid variants in tomato plants. Genomics Data 6 : 65‒66, S2213-5960 (15)30002-7. doi : 
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10.1016/j.gdata.2015.08.008, 2015.
b-01. Adkar-Purushothama, C.J, Z-X. Zhang, S-F. Li, T. Sano : Chapter 12. Analysis and application of viroid-specific 

small RNAs generated by viroid-Inducing RNA silencing. In Methods in Molecular Biology 1236. Edited by 
Uyeda I and Masuta C. Plant Virology Protocols ‒ New approaches to detect viruses and host responces 3rd 
Edition. 2014 : 135‒175, 2014.

b-02. 津田新哉・佐野輝男：近年の日本農業の脅威となる外来侵入植物ウイルス・ウイロイド．日植病報 80巻 特集号：
134‒142. 2014.

b-03． 河野貴幸・水谷房雄・佐山春樹・高柳直幸・佐野輝男：カンキツウイロイドⅢ接種が ʻ宮川早生ʼ ウンシュウミカ
ンの樹体成長と果実品質に及ぼす影響．愛媛大学農学部農場報告．36：1‒6, 2014.

d-01． 菅原康平・A.P.C. Raj・葛西厚史・山本英樹・山崎祐人・赫　英紅・高田展之・後藤英樹・新堂さほり・原田竹雄・
佐野輝男：ウイロイド特異的スモールRNAを発現する形質転換ベンサミアーナタバコによるジャガイモやせい
もウイロイドの感染遅延．平成27年度日本植物病理学会（明治大学）, 2015.

d-02． 葛西鴻志・鈴木貴大・高橋諒大・山崎祐人・齊藤瑠衣・成田和子・藤林美里・佐野輝男：国内で発生している
Apple dimple fruit viroid（ADFVd）の塩基配列と系統解析．平成 27年度日本植物病理学会（明治大学）, 2015.

d-03. 対馬太郎・佐野輝男：異なる分子内ループ構造を有するコリウスブルメイウイロイド 1（CbVd-1）変異体の遺伝
的安定性と種子伝染性の分析．平成 27年度日本植物病理学会，東京都・明治大学駿河台キャンパス．平成 27年
3月31日, 2015.

d-04. 対馬大希・佐野輝男：ジャガイモやせいもウイロイド-ダリア株の可変及び右末端領域の塩基配列と病原性．平
成27年度日本植物病理学会（明治大学）, 2015.

d-05. Sano, T., T. Tsushima, D. Tsushima, M. Fujibayashi, T. Suzuki, C.R. Adkar-Purushothama, S. Li : Viroids and 
Viroid Diseases in Asia, 23rd International conference on virus and other graft transmissible diseases of fruit 
crops (Invited speaker). Morioka, Japan, 2015. 

d-06. Tsushima, T., T. Sano : Analysis of genetic stability and seed transmission of Coleus blumei viroid 1 variants 
with different internal loop structures. International Conference on Viroids and Viroid-Like RNAs, České 
Budějovice, Czech Republic, 2015. 

d-07. Li, S., Q. Lu, K. Sagawa, B. Navarro, F. Di Serio, T. Sano, T. Tsushima, Y. Kuai, W. Wang, Z. Wu, L. Xie : 
Molecular characterization of mulberry small circular RNA : a new species with a nature of satellite RNA 
showing hammerhead and new hairpin-like ribozyme activity. International Conference on Viroids and Viroid-
Like RNAs, České Budějovice, Czech Republic, 2015.

d-08. Tsushima, D., T. Sano : Systemic accumulation and pathogenicity of Potato spindle tuber viroid is associated 
with the correlation between the right-hand half and the left-hand half of the molecule, International 
Conference on Viroids and Viroid-Like RNAs, České Budějovice, Czech Republic, 2015.

d-09. Matoušek, J.,K. Siglová, J. Jakše, S. Radišek, R. Piernikarczyk, T. Guček, G. Duraisamy, P. Svoboda, T. Sano, G. 
Steger : Propagation characteristics of hop isolate of Citrus bark cracking viroid and its compatibility to other 
viroids during primary infections of Humulus lupulus cv. Osvaldʼs 72. International Conference on Viroids and 
Viroid-Like RNAs, České Budějovice, Czech Republic, 2015.

d-10. Adkar-Purushothama, C.R., A. Kasai, K. Sugawara, H. Yamamoto, Y. Yamazaki, Y-H. He, N. Takada, H. Goto, S. 
Shindo, T. Harada, T. Sano : Transgenic Nicotiana benthamiana expressing viroid-specific small RNAs derived 
from hotspot regions of various functional domains delays Potato spindle tuber viroid infection. International 
Conference on Viroids and Viroid-Like RNAs (Invited speaker), České Budějovice, Czech Republic, 2015. 

d-11. 対馬大希・佐野輝男：ジャガイモやせいもウイロイド-ダリア株の弱毒性を特徴づける変異の解析．平成 27年
度日本植物病理学会東北部会（東北大学）, 2015.

d-12. 鈴木貴大・C. Park・藤林美里・畑谷達児・H.S. Lim・佐野輝男：リンゴゆず果ウイロイド（AFCVd）ホップ，
カキ分離株の感染性比較解析．平成27年度日本植物病理学会東北部会（東北大学）, 2015.

比留間　潔
a-01. Kaneko, Y., and K. Hiruma : Short Neuropeptide F (sNPF) is a stage-specific suppressor for juvenile hormone 

biosynthesis by corpora allata, and a critical factor for the initiation of insect metamorphosis. Dev. Biol. 393 : 
312‒319, 2014.

a-02. 高木圭子・渡会直人・金児　雄・比留間潔 ：新しいタイプの農薬開発：気門と腹脚のかぎ爪を阻害するイソチオ
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シアネート化合物．東北蚕糸・昆虫利用研究報告 39 : 15‒20, 2014.
a-03. Shinoda, T., K. Hiruma, T. Shiotsuki : Preface. “Special Issue for Proceedings of the Tenth International 

Conference on Juvenile Hormones”. J. Insect Physiol. 80 : 1, 2015.
a-04. Kaneko, Y., and K. Hiruma : Allatotropin inhibits juvenile hormone biosynthesis by the corpora allata of adult 

Bombyx mori. J. Insect Physiol. 80 : 15‒21, 2015.
a-05. Matsumoto, H., C. Ueno, Y. Nakamura, T. Kinjoh, Y. Ito, S. Shimura, H. Noda, S. Imanishi, K. Mita, H. Fujiwara, K. 

Hiruma, T. Shinoda, M. Kamimura : Identification of two juvenile hormone inducible transcription factors from 
the silkworm, Bombyx mori. J. Insect Physiol. 80 : 31‒41, 2015. 

a-06. Suang, S., M. Manaboon, P. Chantawannakul, T. Singtripop, K. Hiruma, Y. Kaneko : Molecular cloning, 
developmental expression, and tissue distribution of diapause hormone and pheromone biosynthesis activating 
neuropeptide in the bamboo borer, Omphisa fuscidentalis. Physiol. Entomol. 40 : 247‒256, 2015.

d-01. 金児　雄・比留間潔：Versonʼs glandにおける体節特異的なホルモン応答遺伝子の網羅的解析．日本応用動物昆
虫学会（山形大学）, 2015.

d-02. Hiruma, K. and Y. Kaneko : Pupal commitment of a single-celled Versonʼs gland is induced in a two-step 
process by the insulin and TOR/Akt signals, which occurs gradually, not on an all-or-none basis. The 2 nd 
International Insect Hormone Workshop. Kolymbari, Crete, Greece, 2015.

d-03. 金児　雄・高木圭子・熊野健太・田村　大・奈良岡留美・比留間潔：RNAシークエンスを用いたVersonʼs gland
蛹コミットメントに関与する遺伝子の探索．日本蚕糸学会大会（北海道大学）, 2015

d-04. 高木圭子・野坂　涼・金児　雄・比留間潔：Telotrophic ovaryにおける濾胞の貧栄養状態下での細胞死の制御機
構．日本蚕糸学会第85回大会（北海道大学）, 2015.

e-01. 佐原　健・比留間潔・金児　雄：栄養とホルモンにより核のない精子分化は促進されるのか？─チョウ目昆虫に
おける無核精子分化の分子メカニズムに挑む─．平成 25年度　北東北国立 3大学連携推進研究プロジェクト（区
分A：プレリサーチ型）.（岩手大学）, 2014.

e-02. 比留間潔：研究生活40年．第3回北東北国立 3大学連携昆虫科学研究セミナー（青森県平川市）, 2015.

赤田　辰治
a-01. 鳥丸　猛・成田真智子・井頭千明・石田祐宣・伊藤大雄・赤田辰治：高倉森とサンスケ沢におけるブナの開花年

次変動と気象要因および立地条件との相関解析．白神研究 10, 12‒21, 2015．
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【生物共生教育研究センター】
伊藤　大雄　
a-01. 遠藤　明・加藤千尋・佐々木長市・伊藤大雄：施肥・無施肥リンゴ園土壌の無機態窒素の浸透流出挙動．農業農

村工学会論文集．82：423‒431, 2014.
a-02. 鳥丸　猛・成田真智子・井頭千明・石田祐宣・伊藤大雄・赤田辰治：高倉森とサンスケ沢におけるブナの開花年

次変動と気象要因および立地条件との相関関係．白神研究．10：11‒21, 2015.
d-01. 斉藤　司・石田祐宣・伊藤大雄：ブナ林の葉群が群落内のCO2貯留の鉛直分布に与える影響．日本農業気象学会

2015年全国大会講演要旨：62, 2015. 
d-02. 伊藤大雄・石田祐宣・石田　清：白神山地ブナ林の顕熱，潜熱ならびに樹幹貯熱量の実態と群落上熱収支への影

響．日本農業気象学会2015年全国大会講演要旨：140, 2015.
d-03. 伊藤大雄・石田祐宣：土壌水分がリンゴ園の土壌呼吸速度に及ぼす短期的ならびに長期的な影響．農業環境工学

関連5学会2015年合同大会講演要旨集CD-ROM：E704, 2015.
d-04. 遠藤　明・加藤千尋・佐々木長市・伊藤大雄：施肥・無施肥リンゴ園土壌の無機態窒素の浸透流出挙動．平成

27年度農業農村工学会大会講演会（岡山）, 2015.
f-01. 伊藤大雄：地球温暖化と青森県農業．弘前市農業士会総会（講演）, 2014.
f-02. 伊藤大雄：地球温暖化と青森県農業．弘前大学生涯学習教育研究センター　鶴田町講演会（講演）, 2015.

姜　東鎮
a-01. Endo, A. and D.J. Kang : Salt removal from salt-damaged agricultural land using the scraping method combined 

with natural rainfall in the Tohoku district, Japan. Geoderma Regional. 4 : 66‒72, 2015. 
d-01. 姜　東鎮・磯部勝孝・肥後昌男・田副博文・細田正洋・石井康之・床次眞司・山田正俊：福島県浪江町警戒区域

内におけるネピアグラスによる放射性セシウム除染．第 1報　異なる栽植密度と刈取り回数による放射性セシウ
ム除染効果．日本作物学会講演会要旨：94, （日本大学）, 2015.

f-01. 姜　東鎮：弘前大学教育学部附属小学校イネ栽培体験学習講師（田植え，収穫）, 2014．
f-02. 姜　東鎮：イネの栽培管理（田植え，収穫，脱穀・籾調整）．生物共生教育研究センター主催親子体験学習講師，

2014．

房　家琛
a-01. Fang, JC., Y. Cao, M. Matsuzaki, H. Suzuki : Effects of apple pomace proportion levels on the fermentation 

quality of total mixed ration silage and its digestibility, preference and ruminal fermentation in beef cows. 
Animal Science Journal. doi : 10.1111/asj.12410, 2015.

d-01. 鈴木裕之・塩崎洋輔・佐藤大樹・佐藤　梓・滝浦　舞・房　家琛・松﨑正敏：ブタ卵母細胞における中間径線維
Neurofilament GFAPおよびNestinの分布と機能．日本畜産学会大会（宇都宮大学）, 2015.

d-02. 鈴木裕之・隅田まなみ・房　家琛・松﨑正敏：中間径線維デスミンはブタ卵母細胞の表層で起こる減数分裂の進
行に関与する．日本畜産学会大会（酪農学園大学）, 2015.

d-03. 松﨑正敏・イスラムシルピー・李　美玲・房　家琛・鈴木裕之：アルコール発酵型リンゴ粕サイレージがめん羊
肝臓における糖新生関連酵素の遺伝子発現に及ぼす影響．日本畜産学会大会（宇都宮市）, 2015.

d-04. 木村　中・房　家琛・鈴木裕之・松﨑正敏：新生子めん羊への初乳製剤液の追加給与がその後の増体，採食量，
血中成分および臓器重量に及ぼす影響．日本畜産学会大会（江別市）, 2015.

松本　和浩
a-01. Takemura, Y., K. Kuroki, M. Jiang, K. Matsumoto, F. Tamura : Identification of the expressed protein and the 

impact of change in ascorbate peroxidase activity related to endodormancy breaking in Pyrus pyrifolia. Plant 
Physiol. Biochem. 86 : 121‒129, 2015.

a-02. 松本和浩：ナシ属植物の耐塩性と塩水利用の可能性．日本海水学会誌．69：14‒21, 2015.
a-03. 前多隼人・田　宇・福田麻理・松本和浩：地域資源からの機能性食品素材の探索 ～果肉まで赤いリンゴや海藻～．

機能性食品と薬理栄養．9（2） : 1‒6, 2015.
d-01. Matsumoto K, S. Sato, H. Sudo, T. Fujita, MA. Sánchez-Monedero, K. Jindo : Effect of charcoal-blended compost 

on the plant growth of Brassica rapa var. peruviridis for reduction of nitrogen fertilizer use. III International 
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Symposium on Organic Matter Management and Compost Use in Horticulture. (Murcua, Spain), 2015.
d-02. 瀧田万佑子・長田恭一・松本和浩：未熟リンゴに存在するグルコシルセラミド．日本油化学会（名古屋市），

2015．
d-02. 佐々木健吾・長田恭一・松本和浩・田村文男：ナシ幼果に存在するグルコシルセラミドの解析．園芸学会秋季大

会（徳島大学）, 2015．
d-03. 小林孝至・松本和浩・田淵俊人：ノハナショウブの変異性に関する研究（第 36報）ノハナショウブの変異個体「紫

アイ」に関する解剖学的研究．園芸学会秋季大会（徳島大学）, 2015．
d-04. 松本和浩・藤田知道・佐藤早希・五十嵐恵・初山慶道・塩崎雄之輔：果肉まで赤い新規リンゴ ʻHFF33ʼ および ʻHFF60ʼ

の特性．園芸学会秋季大会（徳島大学）, 2015．
f-01. Matsumoto, K. : Apple breeding programs at Hirosaki University, Japan. National Postharvest Center, The 

Royal Government of Bhutan, 2014.
f-02. 松本和浩：果肉まで赤いリンゴ「紅の夢」．NHKおはよう日本　まちかど情報室（2014. 11. 29放映）．
f-03. 松本和浩・藤田知道・佐藤早希・吉仲　怜・前多隼人・上平好弘・工藤重光：ご存知ですか？　果肉まで赤い「紅

の夢」！ アグリビジネス創出フェア．東京ビッグサイト, 2014．
f-04. 松本和浩・藤田知道・佐藤早希・前多隼人・吉仲　怜・上平好弘・工藤重光：「紅の夢」に続いて品種登録申請

中の赤い果肉のリンゴ新系統！ アグリビジネス創出フェア．東京ビッグサイト, 2014．
f-05. 松本和浩：弘前大藤崎農場育成の話題の品種たち～黄色い果皮，赤肉，大型をテーマに新たな消費を喚起する～．

公開講座リンゴを科学する講演（弘前市）, 2014．
f-06. 松本和浩：黄色い果皮，赤肉，大型をテーマにリンゴ産業に新しい風を！～弘前大藤崎農場育成の話題の品種た

ち～．全国コーディネート活動ネットワーク会議講演（藤崎町）, 2014． 
f-07. 松本和浩：新たな視点でリンゴ産業を活性化～弘前大藤崎農場育成の話題の品種たち～．りんご協会青年部学習

会講演（藤崎町）, 2014．
f-08. 松本和浩：故郷の良さ，誇りを世界に発信！　～可能性を最大化し，常に理想に向けて一歩前進～．弘前市立石

川中学校ふれあい授業（弘前市）, 2014．
f-09. 松本和浩：幸せの国へリンゴを探して　どこか懐かしさを感じる国ブータン．陸奥新報朝刊（2014. 12. 25版）.
f-10. 松本和浩：幸せの国へリンゴを探して　発展途上にあるブータンのリンゴ栽培．陸奥新報朝刊（2014. 12. 26版）.
f-11. 松本和浩：幸せの国へリンゴを探して　GNHとGNPのはざまで．陸奥新報朝刊．（2014. 12. 27版）.
f-12. 松本和浩：幸せの国へリンゴを探して　紅の夢の試験栽培圃場をブータンに．陸奥新報朝刊（2014. 12. 28版）.
f-13. 松本和浩：幸せの国へリンゴを探して　国際化と地方　共生の中に発展の鍵はないか？．陸奥新報朝刊（2014. 

12. 29版）.
f-14. 松本和浩：生食から加工まで多彩な特徴～弘前大藤崎農場育成の話題の品種たち～．ゴールド農園リンゴの会講

演（弘前市）, 2015.
f-15. 松本和浩：「紅の夢」赤果肉リンゴの着色管理．寒冷地果樹研究会講演（盛岡市）, 2015．
f-16. 松本和浩：少年よ世界をめざせ．子供たちを支援する会青少年健全育成講座集：23‒30, 2015.
f-17. 松本和浩：果肉まで赤いリンゴ「紅の夢」．アグリフードエキスポ大阪（大阪市）, 2015. 
f-18. Matsumoto, K.: Apple production in Japan. College of Natural Resources, The Royal University of Bhutan, 2015.
f-19. 松本和浩：何が儲かるのか？視点を変えて新たなリンゴ作り～弘前大藤崎農場育成の話題の品種たち～. 岩木り

んご研究会講演（弘前市）, 2015．
f-20. 松本和浩・原田寿晴：身も心も赤いりんごたち . りんご王国こうぎょくカレッジ公開収録およ弘前市りんご花ま

つり展示（弘前市）, 2015.
f-21. 松本和浩：紅の夢を巡る最近の動向～弘前大藤崎農場育成の話題の品種たち～．藤崎町紅の夢研究会講演（藤崎

町）, 2015.
f-22. 松本和浩：弘前大藤崎農場育成最先端リンゴ品種の実際．第29期リンゴ産業基幹青年研修会講演（藤崎町）, 2015.



１

７

１３

第18号 ２０１６年１月

弘 前 大 学 農 学 生 命 科 学 部 学 術 報 告

目　　　　次

弘前大学農学生命科学部
〒０３６－８５６１　弘 前 市 文 京 町 ３

や ま と 印 刷 株 式 会 社
〒０３６－８０６１　弘前市神田４丁目４－５

編集兼発行者

印 刷 所

２０１６年 １ 月２２日　印刷
２０１６年 １ 月２９日　発行

Published by
Faculty of Agriculture and Life Science, Hirosaki University

3 Bunkyo-cho, Hirosaki-shi, Aomori-ken 036-8561, Japan
29 January 2016

Printed by
Yamato Printing Co., Ltd.

4-4-5 Kanda, Hirosaki-shi, Aomori-ken 036-8061, Japan
22 January 2016

農学生命科学部学術報告編集委員会
委 員 長 ： 前 田 　 智 雄 （ 園 芸 農 学 科 ）
　 　 　 　 黒 尾 　 正 樹 （ 生 物 学 科 ）
　 　 　 　 大 町 　 鉄 雄 （ 分 子 生 命 科 学 科 ）
　 　 　 　 柏 木 　 明 子 （ 生 物 資 源 学 科 ）
　 　 　 　 藤 崎 　 浩 幸 （ 地 域 環 境 工 学 科 ）杉山　修一・遠嶋　凪子：

自然栽培と慣行栽培野菜の化学成分の比較

平成26年度　あすなろ賞

研究業績目録（2014年10月―2015年9月）



FACULTY OF AGRICULTURE AND LIFE SCIENCE
HIROSAKI UNIVERSITY

HIROSAKI 036-8561, JAPAN

January, 2016

付 研 究 業 績 目 録

Lists of Published Research Works of the Faculty of
Agriculture and Life Science

Hirosaki University
2014 (October) – 2015 (September)

弘 前 大 学 農 学 生 命 科 学 部
２０１６年１月

CODEN:HDNHFL
ISSN 1344-8897
CODEN:HDNHFL
ISSN 1344-8897

２０１４年１０月―２０１５年９月

弘
前
大
学
農
学
生
命
科
学
部
学
術
報
告 

第
十
八
号 

B
u
ll. F

a
c
. A

g
ric

. L
ife

 S
c
ie

n
c
e
, H

iro
s
a
k
i U

n
iv

. N
o
.1

8
 
J
a
n
u
a
ry

, 2
0
1
6

Shuichi SUGIYAMA, Nagiko TOSHIMA : 
Comparison of nutritional contents of vegetables 
between natural farming (AK method) and conventional farming

Asunaro Prize 2014

Lists of Published Research Works of the Faculty of Agriculture and Life Science, 
Hirosaki University, 2014 (October) ― 2015 (September)

 1 (6)* 

 7

 13

BULLETIN OF
THE FACULTY OF AGRICULTURE AND LIFE SCIENCE, HIROSAKI UNIVERSITY

Number 18  January, 2016

CONTENTS

*English Summary

第18号第18号
BULLETIN

OF THE

FACULTY OF AGRICULTURE AND
LIFE SCIENCE

HIROSAKI UNIVERSITY

BULLETIN
OF THE

FACULTY OF AGRICULTURE AND
LIFE SCIENCE

HIROSAKI UNIVERSITY

BULLETIN
OF THE

FACULTY OF AGRICULTURE AND
LIFE SCIENCE

HIROSAKI UNIVERSITY
No.18No.18No.18No.18

弘前大学農学生命科学部学術報告弘前大学農学生命科学部学術報告




